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普
及
拡
大
を
進
め
た

知
事
の
責
任
は

丸
山
道
議
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
国

が
指
示
し
た
総
点
検
は
デ
ジ
タ
ル
庁

が「
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
洗
え
な
い
」

と
す
る
な
ど
点
検
に
値
し
な
い
と
指

摘
。「
国
は
自
治
体
職
員
に
対
応
を

丸
投
げ
す
る
ば
か
り
で
、
安
全
性
は

守
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
普
及

拡
大
を
推
し
進
め
て
き
た
知
事
の
責

任
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
」
と

知
事
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

知
事
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な

ど
デ
ジ
タ
ル
社
会
構
築
の
基
礎
ツ
ー

ル
」
と
の
認
識
を
示
し
、
国
に
対
し

全
国
知
事
会
と
し
て
紐
付
け
誤
り
防

止
策
を
求
め
て
お
り
、
国
民
の
不
安

払
拭
は
国
に
お
い
て
対
応
さ
れ
る
べ

き
と
知
事
自
身
の
責
任
に
つ
い
て
は

答
弁
を
避
け
ま
し
た
。

丸
山
道
議
は
さ
ら
に
紙
の
保
険
証

の
継
続
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用

の
停
止
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
知
事

に
た
だ
し
ま
し
た
。

道
場
保
健
福
祉
部
長
が
「
全
国
知

事
会
と
も
連
携
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
安
心

し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
要
望
す
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
有
無
で
、

不
利
益
を
受
け
な
い

デ
ジ
タ
ル
化
の
構
築
を

丸
山
道
議
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
た
な
い
人

が
不
利
益
を
受
け

な
い
デ
ジ
タ
ル
化

の
仕
組
み
に
つ
い

て
も
言
及
。
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

の
か
質
し
ま
し
た
。
水
口
次
世
代
社

会
戦
略
監
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
義
務
で
は
な
い
。
道
で

は
、
書
面
に
よ
る
申
請
の
受
付
な
ど

を
通
じ
て
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い

く
」
と
答
弁
。

道
民
の
不
安
に
応
え
な
い
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
補
正
予
算

丸
山
道
議
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
用
拡
大
へ
の
不
安
が
73
・
3
％
、

保
険
証
廃
止
を
延
期
す
べ
き
は
40
％
。

知
事
と
し
て
道
民
の
声
を
重
く
受
け

止
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

停
止
、
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め

る
べ
き
」と
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ

の
不
信
が
広
が
る
一
方
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
―
ド
普
及
拡
大
の
た
め
の

補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、

道
民
の
不
安
に
応
え
な
い
真
逆
の
取

組
で
あ
る
と
批
判
。
道
が
カ
ー
ド
普

及
拡
大
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
ど
れ

だ
け
の
政
策
の
整
合
性
が
あ
る
の
か

と
質
し
ま
し
た
。

鈴
木
知
事
は
「
国
に
お
い
て
総
点

検
が
実
施
さ
れ
、
不
安
が
払
拭
さ
れ

る
よ
う
に
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
る

べ
き
」
と
の
答
弁
を
繰
り
返
し
、
道

の
予
算
案
に
対
す
る
政
策
の
整
合
性

に
明
確
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

トラブル続きのマイナンバー制度
保険証一体化を強制するな !!

丸山はるみ道議が初の一般質問
知事、道民に寄り添う姿勢見えず

　小樽・余市間で進められていた大型風力発
電計画は、自然破壊と土砂災害の危険性が否
定できないと市民が反対の声を上げた結果、
小樽市長が風力発電計画に反対の立場を表明
しました。
　知事は記者会見で事業者に「地元理解に一
層努める必要がある」と強調。丸山道議は知
事が事業者に住民理解促進を求めるばかり
で、小樽市長との姿勢に違いが際立つと指摘。
すでに山形県、宮城県など７つの県で太陽光
発電など再生可能エネルギー発電の規制条例
が制定され、災害防止、森林環境や水源の保
護、住民説明会の開催など様々な観点から住

民生活に寄
り添い、守る立場をとっていると、北海道での規制条
例の制定を求めました。
　知事は「地域の理解を経て、環境に十分配慮しなが
ら再エネ事業を進めることが重要。ガイドラインの充
実を国に求める」と従来の答弁に終始しました。

　丸山はるみ道議は一般質問で再生可能
エネルギー発電設備等について、道民生
活や地域住民に寄り添う立場で、立地等
の規制条例を制定すべきと質問しました

一般質問に立つ丸山はるみ道議

丸山道議の質問に答える鈴木知事



噴
射
は
高
い
と
き
で
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

に
ま
で
達
し
、
櫓
の
下
部

の
温
度
は
80
度
と
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
防
塵
マ
ス
ク
、

長
袖
で
の
作
業
で
作
業
員

の
健
康
被
害
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
調
査
当
日
、
三
井

石
油
開
発
は
噴
出
現
場
か

ら
約
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

が
敷
地
外
に
流
出
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。
近
く
に

は
温
泉
の
源
泉
と
な
っ
て

い
る
大
湯
沼
が
あ
り
、
温

泉
施
設
の
あ
る
町
交
流
セ

ン
タ
ー
「
雪
秩
父
」
は
水

質
検
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

農
業
へ
の
風
評
被
害
の

現
状
や
心
配
事
を
聞
き

取
り
心
寄
せ
て

蘭
越
町
は
町
中
央
に
10

年
連
続
「
清
流
日
本
一
」

を
獲
得
し
た
「
尻
別
川
」

が
流
れ
、
天
然
の
ミ
ネ
ラ

ル
・
養
分
が
豊
富
に
取
り

込
ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
米

「
蘭
越
米
」の
産
地
で
す
。

「
安
全
で
お
い
し
い
も
の

を
届
け
る
」
を
理
念
に
環

境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

み
、
低
農
薬
・
低
化
学
肥

料
の
特
別
栽
培
米
を
全
国

に
発
送
し
て
い
る
農
家
の

方
と
丸
山
道
議
が
懇
談

し
、
農
業
へ
の
風
評
被
害

の
現
状
や
心
配
事
を
聞
き

ま
し
た
。「
お
客
さ
ん
か

ら
問
い
合
わ
せ
の
電
話
も

来
て
い
る
し
、
一
部
取
引

を
や
め
た
い
と
の
申
し
出

も
あ
っ
た
」「
町
全
体
が

汚
染
さ
れ
た
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
。
農
業
用
水
も

噴
出
現
場
と
は
違
う
水
系

か
ら
取
得
し
て
い
る
が
、

風
評
の
広
が
り
は
簡
単
に

解
消
さ
れ
な
い
」
と
語
気

を
強
め
「
町
民
の
健
康
被

害
も
心
配
。
ま
ず
は
そ
の

対
応
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
す
。

丸
山
道
議
は
「
こ
れ
を

機
に
農
業
を
や
め
る
と
い

う
農
家
が
出
な
い
よ
う

に
、
私
も
頑
張
り
ま
す
」

と
徹
底
し
た
調
査
と
公
表

が
必
要
と
の
思
い
も
表
明

し
ま
し
た
。

地元農家さん（左端）と懇談する
丸山道議（右端）ら

蘭
越
町
の
地
熱
発
電
の
掘
削
現
場
で
、
６
月
29
日
以
降
、
地
中
か
ら
蒸
気
が
噴
出

し
続
け
、
高
濃
度
（
20
日
発
表
で
国
が
定
め
る
飲
料
水
の
基
準
の
２
１
０
０
倍
）
の

ヒ
素
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
作
業
員
や
住
民
に
健
康
被
害
が
出
て
い
る
ほ
か
、
森
林

は
お
よ
そ
７･

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
で
変
色
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。７
月
21
日
、

丸
山
は
る
み
道
議
が
調
査
の
た
め
現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

急いで不安や実害の解消を !!
～蘭越町の蒸気噴出、丸山道議現地調査へ～

半導体関連産業支援への根拠を問う
　ラピダス社が次世代半導体を造る工場を千歳市に建設する事業に、道は
１億９千万円の促進事業費を予算化し、うち１億751万円はゼロカーボン北
海道推進基金を活用するとしています。事業計画も、販売先、国内量産体制
も不透明な事業に道民の税金を投入する根拠について日本共産党道議団が一
般質問・予算特別委員会で知事に問いただしました。

　丸山はるみ道議はラピダス社の千歳
進出を巡っては「詳細な事業内容や環
境への影響と対策など、現時点で明ら
かでないものが多い」事を指摘し、知
事が事業支援を早々に決断した根拠を
問いただしました。

　知事は「次世代半導
体は国の2022年骨太の
方針に位置づけられた
もの。ラピダス社の壮

大なチャレンジに共感を覚えた」と国
の方針追随姿勢をあらわにし、次世代
半導体の量産が成功する見通しを示す
ことは出来ませんでした。また、工場
排水に含まれる環境汚染の影響につい
ては、「国の動きを注視する」とまた
もや国任せの姿勢です。

　予算特別委員会知事総括で真下紀子
道議は「一般質問で丸山はるみ議員へ
の知事の答弁では、支援決断の根拠が
明らかではない。2022年11月11日、次
世代半導体の製造基盤の確立に向けた
国の研究プロジェクトに採択され、わ
ずかな期間で支援を決定している。ラ
ピダス社の事業計画、本道へのメリッ
ト・デメリットをどう分析したのか」
と問いました。知事は「次世代半導体
は我が国のカーボンニュートラル、経
済安全保障の鍵となる中核技術として
国の2022年の骨太方針に位置づけられ
ている」と繰り返すのみ。国の方針に
従っていることと、期待を込めて進め
ようとしているだけであることがます
ます明確になりました。

　６月27日、性的少数者の権
利擁護と差別解消を訴えるパ
レード「小樽プライド」が行
われました。今年で４回目と
なるパレードに、昨年の２倍
の200人が参加。挨拶にたった
迫市長は小樽でも来年１月の
パートナーシップ制度の導入
を目指すとしました。北海道
でも制度導入が期待されます。

参加広がる「小樽プライド」
北海道での条例制定を一日も早く

平和な小樽港に米艦いらない!!

　７月31日米艦船「パ
トリオット」入港に抗
議し、集会が開催され
ました。
　丸山はるみ道議が「一

週間に突然、入港通知をしてきた。軍港に
するなの声を無視するかのような所業に強
い怒りを感じている。皆さんとともにしっ
かり抗議していきたい」と連帯の挨拶！




